
社会実験の実施について 

 

１．社会実験実施の目的 

民間活力の導入も踏まえ、今後の公園活性化に向けた市民の参画と協働の機運づくりを目的とした社会実験を

実施予定。 

 

２．実施に向けた流れ（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実施イメージ 
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市民ワークショップ等でのアイデア抽出 

市民ワークショップにおいて、公園の利活用に

関する意見交換や、社会実験の協働による実施

の可能性を探る。 

民間事業者ヒアリング（ミニサウンディング） 

社会実験イベントを企画する際、民間事業者

（市内事業者等）への参画・協働の呼びかけと

公園の活用方法について意見や提案を聞くヒ

アリングを実施。 

社会実験イベント「（仮称）かどまパークチャレンジ」の実施＜令和４年春から３回予定＞ 

 市民や民間事業者の公園の利用活性化への関心と協働の機運を高めるため、市民や民間事業者

との参画・協働を提案する社会実験イベント「（仮称）かどまパークチャレンジ」を実施。 

成果・効果検証と共有 

 将来の公園の利用活性化の参考となるよう、参加者等へのアンケートを実施し、社会実験の効

果等を調査。 
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